
口絵１ 絹本著色大威徳明王像（奈良国立博物館）全図



２－１ 大威徳明王部分

２－３ 四天王部分

口絵２ 絹本著色大威徳明王像 部分

２－２ 水牛部分

２－４ 五輪塔部分



奈
良
国
立
博
物
館
蔵

絹
本
著
色
大
威
徳
明
王
像
に
つ
い
て

こ
こ
に
取
り
あ
げ
る
大
威
徳
明
王
画
像
（
口
絵
１
）
は
、
平
成
十
六
年
度
に
新

た
に
奈
良
国
立
博
物
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
（
以
下
、

奈
良
博
本
と
略
す
）。
奈
良
博
本
は
後
に
詳
し
く
見
て
い
く
と
お
り
、
鎌
倉
時
代

に
溯
る
大
威
徳
明
王
の
単
独
画
像
と
し
て
貴
重
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
画
中

に
密
教
系
の
阿
弥
陀
浄
土
信
仰
と
密
接
に
関
わ
る
と
い
わ
れ
る
五
輪
塔
を
描
き

込
む
な
ど
、
通
例
の
大
威
徳
明
王
画
像
に
は
見
ら
れ
な
い
極
め
て
珍
し
い
図
様

で
描
か
れ
る
点
に
特
色
が
あ
る
。

本
稿
で
は
新
出
の
奈
良
博
本
の
紹
介
を
兼
ね
て
そ
の
概
要
を
示
し
、
さ
ら
に

図
様
に
込
め
ら
れ
た
特
殊
な
信
仰
背
景
の
解
明
を
試
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

図
様
の
典
拠

奈
良
博
本
は
絹
本
著
色
の
掛
幅
装
。
縦
六
五
・
〇
セ
ン
チ
、
横
二
四
・
九
セ

ン
チ
の
一
副
一
鋪
。
画
面
は
大
威
徳
明
王
が
描
か
れ
る
本
紙
部
分
と
、
そ
れ
を

取
り
囲
む
描
表
具
部
分
か
ら
成
る
。
描
表
具
の
上
下
左
右
で
若
干
の
切
り
詰
め

が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
本
紙
部
分
の
図
様
の
欠
失
は
ほ
と
ん
ど
無
く
、
保
存
状

態
は
極
め
て
良
好
と
い
え
る
。
残
念
な
が
ら
伝
来
を
示
す
墨
書
銘
等
は
画
中
、

表
具
、
附
属
品
を
含
め
て
全
く
残
さ
れ
て
お
ら
ず
、
制
作
さ
れ
た
環
境
を
知
る

手
掛
り
は
画
面
の
内
部
か
ら
見
出
す
よ
り
ほ
か
な
い
。

以
下
に
奈
良
博
本
に
つ
い
て
概
観
し
、
図
様
の
各
部
分
に
つ
い
て
逐
一
そ
の

典
拠
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
制
作
年
代
に
つ
い
て
も
確
認
し
て
い
く
こ

と
に
し
よ
う
。

本
紙
上
半
に
ひ
と
き
わ
大
き
く
描
か
れ
る
大
威
徳
明
王
は
、
火
炎
光
を
背
負

い
、
蓮
華
座
上
に
坐
す
水
牛
に
跨
る
。
そ
の
背
後
の
虚
空
は
、
向
か
っ
て
左
下

を
赤
色
、
右
下
を
青
黒
色
、
中
央
の
最
も
大
き
い
部
分
を
金
色
と
三
色
に
塗
り

分
け
る
。
下
半
に
は
大
威
徳
明
王
を
頂
き
に
載
せ
る
荒
々
し
い
山
嶽
を
描
き
、

そ
の
中
腹
に
四
天
王
を
配
す
。
山
嶽
の
手
前
に
は
波
頭
逆
巻
く
大
海
原
が
広
が

り
、
本
紙
下
端
ま
で
続
い
て
い
る
。

描
表
具
に
目
を
転
じ
る
と
、
中
廻
に
三
鈷
杵
を
列
ね
て
描
き
、
天
地
部
分
に

輪
宝
と
羯
磨
を
交
互
に
あ
し
ら
う
。
描
表
具
の
地
の
中
央
部
分
に
蓮
華
座
を
配

し
、
そ
の
上
に
一
枚
の
蓮
弁
上
に
載
る
五
輪
塔
を
描
く
。
こ
の
蓮
華
座
上
の
五

輪
塔
は
、
描
表
具
お
よ
び
本
紙
の
海
原
部
分
に
被
さ
る
よ
う
に
描
か
れ
て
お
り
、

あ
た
か
も
掛
幅
の
手
前
に
五
輪
塔
を
対
置
す
る
か
の
よ
う
な
三
次
元
的
画
面
構

成
が
見
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
特
殊
な
演
出
は
奈
良
博
本
の
礼
拝
の
さ
れ
方
と
密

接
に
関
わ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
大
変
興
味
の
引
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

―
作
品
研
究
―

―
五
輪
塔
が
描
か
れ
る
大
威
徳
明
王
画
像
―

谷

口

耕

生
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〈
大
威
徳
明
王
〉

大
威
徳
明
王（
口
絵
２－

１
）は
肉
身
を
青
黒
色
と
し
、
六
面
六
臂
六
足
の
姿
に

表
さ
れ
る
。
六
面
の
う
ち
本
面
を
含
む
五
面
を
三
目
の
忿
怒
相
と
し
て
そ
れ
ぞ

れ
怒
髪
に
頭
冠
を
つ
け
、
こ
の
う
ち
本
面
及
び
そ
の
左
右
面
に
つ
い
て
は
髑
髏

を
戴
く
。
残
る
頂
上
面
の
み
を
白
肉
身
の
菩
薩
面
と
し
て
表
す
点
に
奈
良
博
本

の
図
像
上
の
特
色
を
指
摘
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
六
臂
は
い
ず
れ
も
臂
釧
・
腕

釧
を
つ
け
て
お
り
、
左
三
手
は
三
鈷
戟
・
弓
・
輪
宝
、
右
三
手
は
剣
・
矢
・
宝

棒
を
持
物
と
し
て
執
る
。
六
足
に
も
そ
れ
ぞ
れ
釧
を
つ
け
、
三
足
ず
つ
左
右
に

分
け
て
跨
る
が
、
左
足
の
第
一
足
の
み
を
屈
し
て
水
牛
の
背
中
に
載
せ
て
い
る
。

水
牛
（
口
絵
２－

２
）
は
、
二
本
の
大
き
な
角
を
つ
け
、
蓮
華
座
上
に
四
肢
を

屈
し
て
坐
し
、
首
を
大
き
く
捻
っ
て
画
面
左
方
を
見
据
え
て
お
り
、
背
に
敷
か

れ
た
�
�
座
上
に
大
威
徳
明
王
が
坐
す
。
大
き
く
見
開
か
れ
た
眼
球
の
白
眼
や

虹
彩
部
分
に
金
泥
が
塗
ら
れ
る
ほ
か
、
茶
褐
色
に
下
塗
り
さ
れ
た
肉
身
に
は
金

泥
の
細
線
に
よ
る
体
毛
が
密
に
描
か
れ
る
。

大
威
徳
明
王
の
図
像
に
つ
い
て
は
、
�
水
牛
の
背
に
坐
る
も
の
と
左
足
三
足

で
立
つ
も
の
、
�
六
臂
の
う
ち
左
右
の
手
で
弓
矢
を
持
つ
も
の
と
そ
の
代
わ
り

に
印
を
結
ぶ
も
の
、
�
左
手
に
輪
宝
を
執
る
も
の
と
そ
の
代
わ
り
に
索
を
執
る

も
の
、
に
大
き
く
分
け
ら
れ（
１
）
る
。
奈
良
博
本
と
同
様
に
大
威
徳
明
王
が
水
牛
に

坐
し
、
弓
矢
お
よ
び
宝
輪
を
執
る
作
例
と
し
て
は
、『
別
尊
雑
記
』
所
収
円
心
筆

様
四
大
明
王
図
像
中
の
大
威
徳
明
王（
２
）
像
（
挿
図
１
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
円
心
筆
様

図
像
は
平
安
時
代
以
降
広
く
流
布
し
た
も
の
で
、
醍
醐
寺
本
五
大
尊
像
中
の
大

威
徳
明
王
像
、
滋
賀
・
観
音
寺
本
四
大
明
王
像
中
の
大
威
徳
明
王
像
等
に
受
け

継
が
れ
て
お
り
、
奈
良
博
本
も
こ
れ
ら
の
作
例
と
同
様
に
、
六
臂
六
足
の
形
勢

や
牛
の
姿
勢
に
至
る
ま
で
円
心
筆
様
を
ほ
ぼ
忠
実
に
踏
襲
し
て
い
る
。
た
だ
し

円
心
筆
様
の
大
威
徳
明
王
像
が
本
面
を
含
む
六
面
す
べ
て
を
忿
怒
相
に
表
す
の

を
基
本
と
す
る
の
に
対
し
、
先
に
も
指
摘
し
た
と
お
り
奈
良
博
本
の
み
頂
上
面

を
菩
薩
面
と
す
る
点
が
極
め
て
注
目
さ
れ
る
。

大
威
徳
明
王
の
頂
上
面
が
菩
薩
面
で
あ
る
こ
と
を
説
く
儀
軌
と
し
て
は
一
行

撰
『
曼
殊
室
利
焔
曼
徳
迦
萬
愛
秘
術
如
意
法
』（
以
下
『
萬
愛
法
』）
が
あ
り
、「
其

身
六
面
六
臂
六
足
。
乗
水
牛
。
所
謂
六
面
。
頂
上
三
面
中
面
菩
薩
形
柔
軟
也
。

其
面
頂
有
阿
彌
陀
佛
。
又
六
臂
。
所
謂
左
一
鉾
二
輪
索
三
弓
。
右
一
劍
二
寶
杖

三
箭
。
以
彼
弓
鑄
勢
（
３
）

也
。」（
傍
線
筆
者
）と
記
述
さ
れ
る
。
六
臂
の
持
物
が
一
致

す
る
こ
と
も
含
め
て
、
奈
良
博
本
の
大
威
徳
明
王
の
像
容
は
『
萬
愛
法
』
の
記

述
と
密
接
に
関
わ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
も
そ
も
『
萬
愛
法
』
は
、
調
伏

法
の
本
尊
と
し
て
懸
用
さ
れ
る
大
威
徳
転
法
輪
曼
荼
羅
の
所
依
の
儀
軌
で
あ
る
。

大
威
徳
転
法
輪
曼
荼
羅
の
現
存
作
例
は
、
白
描
図
像
も
含
め
る
と
平
安
末
期
以

降
の
も
の
が
少
な
か
ら
ず
知
ら
れ
て
い
る
が
、『
萬
愛
法
』
に
説
く
頂
上
菩
薩
面

を
め
ぐ
り
作
例
間
で
様
々
な
異
な
る
図
像
化
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
興
味
深

い
。
す
な
わ
ち
、
�
『
萬
愛
法
』
の
記
述
ど
お
り
頂
上
菩
薩
面
に
阿
弥
陀
の
化

挿図１ 『別尊雑記』所収大威徳明王図像
（円心筆様）
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仏
を
付
け
る
も
の
と
し
て
『
覚
禅
鈔
』
所
収（
４
）
本
（
挿
図
２
）・『
国
華
』
第
一
一
七

六
号
掲
載
個
人
蔵（
５
）
本
、
�
菩
薩
面
の
み
で
阿
弥
陀
化
仏
を
付
け
な
い
も
の
と
し

て
『
別
尊
雑
記
』
所
収（
６
）
本
（
挿
図
３
）・
奈
良
博
本
、
�
頂
上
面
を
菩
薩
面
で
は

な
く
阿
弥
陀
と
す
る
も
の
と
し
て
『
国
華
』
第
九
三
二
号
所
収（
７
）
本
が
挙
げ
ら
れ

る
。
こ
れ
ら
大
威
徳
明
王
と
菩
薩
面
・
阿
弥
陀
化
仏
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、

阿
弥
陀
の
自
性
輪
身
に
対
し
て
、
大
威
徳
明
王
を
教
令
輪
身
、
文
殊
菩
薩
を
正

法
輪
身
と
す
る
三
輪
身（
８
）
説
に
基
づ
い
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
菩
薩
面
は

文
殊
菩
薩
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
と
見
な
さ
れ
よ
う
。
大
威
徳
明
王
の
経
典
で
あ

る
『
萬
愛
法
』
の
正
式
名
称
が
『
曼
殊
室
利
焔
曼
徳
迦
萬
愛
秘
術
如
意
法
』
で 挿図３ 『別尊雑記』所収大威徳明王図像

挿図２ 『覚禅鈔』所収大威徳明王図像

挿図４ 大威徳明王図像 東京国立博物館
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あ
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
と
お
り
、
大
威
徳
明
王
が
曼
殊
室
利
す
な
わ
ち
文

殊
の
変
化
身
で
あ
る
こ
と
は
諸
経
典
に
説
か
れ
て
お（
９
）
り
、
平
安
後
期
以
降
に
編

纂
さ
れ
た
『
覚
禅
鈔
』
を
は
じ
め
と
す
る
図
像
集
や
事
相
書
に
も
、
大
威
徳
明

王
を
阿
弥
陀
の
教
令
輪
身
あ
る
い
は
文
殊
菩
薩
の
変
化
身
と
す
る
説
が
繰
り
返

し
取
り
上
げ
ら
れ
て
い（
１０
）
る
。
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
説
を
具
体
的
に
視
覚
化
し
た
作

例
と
し
て
、
大
威
徳
明
王
か
ら
沸
き
上
が
る
雲
上
に
阿
弥
陀
を
配
す
る
東
京
国

立
博
物
館
本
図
像
（
挿
図
４
）、
同
じ

く
明
王
か
ら
沸
き
上
が
る
雲
上
に
文

殊
を
配
す
る
海
住
山
寺（
１１
）
本
等
が
知
ら

れ
る
。

奈
良
博
本
に
描
か
れ
る
大
威
徳
明

王
は
、
基
本
的
に
は
円
心
筆
様
と
い

う
伝
統
的
な
図
像
を
継
承
し
つ
つ
も
、

『
萬
愛
法
』
に
基
づ
い
て
頂
上
面
を

菩
薩
面
と
す
る
以
上
、
そ
こ
に
は
三

輪
身
説
を
背
景
と
し
て
、
大
威
徳
明

王
を
文
殊
菩
薩
あ
る
い
は
阿
弥
陀
如

来
の
変
化
身
と
見
な
す
観
念
が
強
く

反
映
さ
れ
た
像
容
で
あ
る
こ
と
を
強

調
し
て
お
き
た
い
。

〈
四
天
王
像
〉

大
威
徳
明
王
を
頂
に
載
せ
る
山
嶽

の
中
腹
に
四
天
王
が
立
つ
（
口
絵
２

－

３
・
挿
図
５
）。
四
天
王
が
中
腹
に

立
つ
山
嶽
と
い
え
ば
須
弥
山
を
想
起
さ
せ
る（
１２
）
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
大
威
徳

明
王
の
特
殊
な
道
場
観
と
関
わ
る
問
題
で
も
あ
る
の
で
、
後
に
改
め
て
取
り
上

げ
る
。

四
天
王
各
尊
の
形
勢
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
向
か
っ
て
右
下
の
持
国
天

は
、
右
手
に
剣
を
執
っ
て
腹
前
に
構
え
、
左
手
で
そ
の
剣
先
を
支
え
る
。
左
下

の
増
長
天
は
、
右
手
に
三
叉
隙
を
執
り
、
左
手
を
腰
に
当
て
る
。
左
上
の
広
目

天
は
、
左
手
で
弓
を
持
ち
、
右
手
で
矢
を
番
え
ん
と
す
る
。
右
上
の
多
聞
天
は
、

右
手
に
載
せ
た
宝
塔
を
肩
先
で
捧
持
し
、
左
手
に
三
叉
隙
を
執
る
。

身
色
に
つ
い
て
は
、
地
国
天
が
白
、
増
長
天
が
赤
、
広
目
天
が
赤
、
多
聞
天

が
青
に
表
さ
れ
て
い
る
と
肉
眼
で
は
観
察
さ
れ
る
が
、
持
国
天
の
身
色
は
剥
落

が
著
し
い
た
め
白
の
裏
彩
色
の
み
が
見
え
て
い
る
状
態
で
あ
り
、
陰
陽
四
色
系

の
四
天
王
の
作
例
で
あ
る
と
す
れ（
１３
）
ば
、
当
初
は
表
か
ら
緑
青
を
塗
っ
て
緑
身
色

に
表
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
だ
ろ
う
。

〈
五
輪
塔
〉（
口
絵
２－

４
）

五
輪
塔
は
周
知
の
と
お
り
、
大
日
如
来
の
五
字
真
言
の
種
子
に
対
応
す
る
五

輪
を
、
そ
れ
ぞ
れ
地
輪＝

立
方
体
、
水
輪＝

球
、
火
輪＝

方
錐
、
風
輪＝

半
球
、

空
輪＝

宝
珠
と
い
う
五
形
で
表
し
、
下
か
ら
順
に
重
ね
て
塔
と
し
た
も
の
で
あ

る
。
こ
の
五
輪
塔
を
も
っ
て
大
日
如
来
を
象
徴
す
る
と
と
も
に
、
五
輪
塔
の
各

輪
が
五
大
・
五
方
・
五
臓
・
五
仏
な
ど
の
五
つ
の
要
素
に
対
応
す
る
も
の
と
さ

れ
る
。
平
安
後
期
に
高
野
山
に
お
い
て
真
言
密
教
の
刷
新
を
行
っ
た
こ
と
で
高

名
な
覚
鑁
の
『
五
輪
九
字
明
秘
密
釈
』
は
、
大
日
如
来
の
五
字
真
言
に
対
応
す

る
五
輪
が
阿
弥
陀
如
来
の
九
字
真
言
と
一
致
し
、
大
日
如
来
と
阿
弥
陀
如
来
を

同
体
と
み
な
す
独
自
の
思
想
を
提
示
す
る
も
の
で
あ
り
、
真
言
密
教
に
お
け
る

阿
弥
陀
浄
土
信
仰
の
思
想
的
根
拠
と
な
っ（
１４
）
た
。
特
に
十
二
世
紀
後
半
以
降
は
、

挿図５ 大威徳明王図像 奈良国立博物館 四天王部分
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舎
利
塔
や
写
経
の
荘
厳
、
錫
杖
や
墓
石
に
至
る
ま
で
様
々
な
形
で
五
輪
塔
形
が

造
形
化
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
そ
こ
に
は
大
日
如
来
の
象
徴
と
し
て
だ
け
で

な
く
、
密
教
系
の
阿
弥
陀
浄
土
信
仰
が
少
な
か
ら
ず
反
映
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
奈
良
博
本
の
画
面
下
縁
の
蓮
台
上
に
配
さ
れ
る
五
輪
塔
は
、
単

に
五
輪
形
と
し
て
描
く
の
で
は
な
く
、
地
・
水
・
火
・
風
・
空
の
各
輪
が
、
阿

弥
陀
浄
土
信
仰
と
密
接
に
関
わ
る
具
体
的
な
モ
テ
ィ
ー
フ
を
も
っ
て
表
さ
れ
て

い
る
点
に
著
し
い
特
色
が
あ
る
。
五
輪
形
の
う
ち
一
番
下
に
配
さ
れ
る
方
形
の

地
輪
は
、
三
重
の
截
金
線
を
交
差
さ
せ
て
斜
格
子
を
作
り
、
そ
の
内
側
を
金
泥

に
よ
っ
て
荘
厳
す
る
こ
と
で
、
当
麻
曼
荼
羅
定
善
義
の
地
想
観
に
表
さ
れ
る
宝

地
を
想
起
さ
せ
る
よ
う
な
表
現
と
な
っ
て
い
る
。
円
形
の
水
輪
に
は
青
黒
色
の

地
に
白
線
で
水
波
が
描
か
れ
、
三
角
形
の
火
輪
に
は
朱
・
丹
・
白
色
を
用
い
て

渦
巻
く
火
炎
が
表
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
水
波
と
火
炎
を
対
比
さ
せ
る
表
現
は
、

一
見
し
て
二
河
白
道
図
に
描
か
れ
る
火
水
の
二
河
を
想
起
さ
せ
る
。
半
円
形
の

風
輪
に
つ
い
て
は
剥
落
が
著
し
い
た
め
具
体
的
な
モ
テ
ィ
ー
フ
を
指
摘
し
得
な

い
が
、
一
部
に
緑
青
の
粒
子
が
残
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
緑
色
に
塗
ら
れ
て
い
た

と
判
断
さ
れ
る
。
空
輪
部
分
に
は
極
楽
浄
土
を
象
徴
す
る
か
の
よ
う
な
有
翼
の

楼
閣
が
描
か
れ
て
お
り
、
空
輪
に
表
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
重
視
す
れ
ば
、
あ

る
い
は
知
恩
院
本
阿
弥
陀
二
十
五
菩
薩
来
迎
図
（
早
来
迎
）
な
ど
に
お
い
て
虚

空
に
表
さ
れ
る
宮
殿
、
す
な
わ
ち
『
観
無
量
寿
経
』
に
上
品
上
生
の
際
に
現
れ

る
と
説
か
れ
る
七
宝
宮
殿
の
イ
メ
ー
ジ
が
重
ね
ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
も

で
き
る
だ
ろ
う
。
こ
の
五
輪
塔
は
、
さ
ら
に
舟
を
想
起
さ
せ
る
よ
う
な
一
枚
の

蓮
弁
上
に
載
っ
て
お
り
、
あ
た
か
も
画
面
手
前
の
海
波
を
越
え
て
、
大
威
徳
明

王
が
坐
す
対
岸
へ
と
導
か
れ
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
こ
の
五
輪
塔

は
明
ら
か
に
阿
弥
陀
浄
土
信
仰
を
反
映
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
と
対
峙
す

る
よ
う
に
描
か
れ
る
大
威
徳
明
王
が
阿
弥
陀
如
来
の
化
身
と
見
な
さ
れ
て
い
る

こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

こ
こ
で
、
水
輪
と
火
輪
が
二
河
白
道
図
中
の
二
河
を
表
し
て
い
る
可
能
性
に

つ
い
て
さ
ら
に
詳
し
く
考
察
し
て
み
た
い
。
二
河
白
道
図
は
、
善
導
の
『
観
経

疏
』
散
善
義
に
説
か
れ
る
二
河
の
譬
喩
を
絵
画
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
上
方
に

極
楽
浄
土
、
下
方
に
穢
土
が
配
さ
れ
、
穢
土
と
浄
土
の
間
に
は
煩
悩
を
象
徴
す

る
火
と
水
か
ら
な
る
二
河
が
南
北
に
横
た
わ
り
、
二
河
の
間
の
細
い
白
道
を
一

心
に
渡
っ
て
西
方
の
浄
土
へ
と
往
生
す
る
行
人
を
描
き
込
む
図
様
を
基
本
と
す

る
（
挿
図
６
）。
二
河
譬
は
わ
が
国
に
お
い
て
法
然
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
注
目
さ

れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
特
に
法
然
の
高
弟
で
あ
る
証
空
は
、『
観
経
散
善
要
義

釈
観
門
義
鈔
』（『
観
門
義
』
と
略
す
）
や
『
他
筆
鈔
』
な
ど
の
著
書
に
お
い
て
二

河
譬
の
一
字
一
句
に
至
る
ま
で
詳
細
な
解
釈
を
施
し
て
い（
１５
）
る
。
近
年
で
は
二
河

白
道
図
の
成
立
そ
の
も
の
に
証
空
が
指
導
的
役
割
を
は
た
し
た
と
い
う
と
い
う

見
解
も
あ（
１６
）
る
。

注
目
し
た
い
の
は
、
証
空
の
著
作
に
お
い
て
火
水
の
二
河
が
五
行
と
の
関
係

で
説
明
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。『
観
門
義
』
第
三
に
は
「
火
河
在
南
等
ト
者
、

五
行
ノ
次
第
。
火
ハ
南
ニ
宰
ト
リ
、
水
ハ
北
ニ
在
ル
（
１７
）

也
。」
と
あ
っ
て
、
火
河
が挿図６ 二河白道図 京都・光明寺
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南
、
水
河
が
北
に
あ
る
こ
と
を
五
行
説
に
対
応
さ
せ
て
説
明
し
て
い
る
。
さ
ら

に
、
証
空
を
継
い
だ
浄
土
宗
西
山
派
内
で
著
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
『
選
択
密

要
決
』
の
巻
第
五
「
西
方
行
人
必
須
珍
敬
事
」
に
は
、「
浄
土
ノ
法
門
者
、
五
大
、

五
行
、
五
色
ヲ
造
リ
テ
、
定
散
、
来
迎
、
念
佛
ニ
譬
フ
。（
中
略
）
散
善
ノ
始
ニ

二
河
ノ
譬
有
リ
。
是
ヲ
五
行
ト
為
（
１８
）

ス
。」
と
あ
り
、
明
ら
か
に
浄
土
思
想
と
密
教

の
五
輪
思
想
と
密
接
な
関
わ
り
を
踏
ま
え
た
上
で
二
河
が
説
明
さ
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。

二
河
白
道
図
の
構
図
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
石
田
尚
豊
氏
が
「
手
前
が
現
世

（
地
）、
そ
の
上
の
水
河
（
水
）
と
火
河
（
火
）、
火
河
を
燃
え
上
が
ら
せ
る
も
の

は
風
、
二
河
の
上
に
は
浄
土
（
空
）
と
、
画
面
は
あ
ま
り
に
も
明
快
に
区
切
ら
れ

て
い
る
」
と
し
て
、
密
教
の
五
輪
の
思
想
が
成
立
背
景
に
あ
る
こ
と
を
指
摘
し

て
い（
１９
）
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
奈
良
博
本
に
描
か
れ
る
五
輪
塔
の
う
ち
、
空
輪
に

浄
土
の
楼
閣
、
火
輪
・
水
輪
に
二
河
を
表
す
こ
と
の
根
拠
は
、
五
輪
思
想
と
二

河
白
道
図
の
密
接
な
関
係
に
求
め
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

奈
良
博
本
に
五
輪
思
想
と
二
河
白
道
図
の
影
響
を
認
め
る
と
き
、
さ
ら
に
注

目
さ
れ
る
の
は
大
威
徳
明
王
の
背
後
の
描
写
で
あ
る
。
す
で
に
観
察
し
た
と
お

り
、
背
後
の
虚
空
は
、
向
か
っ
て
左
下
を
赤
色
、
右
下
を
青
黒
色
、
中
央
を
金

色
と
い
う
三
色
に
塗
り
分
け
ら
れ
て
い
る
。
二
河
白
道
図
に
お
い
て
は
、
阿
弥

陀
の
西
方
極
楽
浄
土
を
正
面
に
配
し
、
火
河
を
南
方
に
相
当
す
る
画
面
向
か
っ

て
左
に
、
水
河
を
北
に
相
当
す
る
右
に
配
す
る
の
が
基
本
で
あ
る
が
、
奈
良
博

本
の
背
後
の
配
色
を
五
輪
に
対
応
す
る
五
大
・
五
行
に
関
連
づ
け
れ
ば
、
正
面

の
金
色
は
西
方
の
極
楽
浄
土
、
向
か
っ
て
左
の
赤
色
は
南
方
の
火
河
、
右
の
青

黒
色
は
北
方
の
水
河
に
相
当
す
る
と
み
な
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
西
方
浄
土

を
象
徴
す
る
金
色
世
界
を
背
後
に
し
た
大
威
徳
明
王
は
、
こ
こ
で
も
阿
弥
陀
如

来
の
化
身
で
あ
る
こ
と
が
強
く
示
唆
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

制
作
年
代

奈
良
博
本
は
、
謹
直
な
線
描
を
用
い
て
図
像
が
破
綻
な
く
描
写
さ
れ
て
お
り
、

発
色
の
良
い
顔
料
を
用
い
て
明
快
な
画
面
に
表
さ
れ
て
い
る
。
大
威
徳
明
王
の

頭
飾
・
胸
飾
・
臂
釧
・
腕
釧
、
宝
棒
・
剣
の
柄
・
輪
宝
を
は
じ
め
と
す
る
厳
身

具
や
持
物
な
ど
金
属
を
表
す
部
分
は
、
い
ず
れ
も
茶
色
の
下
地
を
塗
っ
た
上
か

ら
濃
墨
線
で
描
き
起
こ
し
、
さ
ら
に
輪
郭
線
を
避
け
る
よ
う
に
金
泥
で
彫
塗
り

す
る
。
条
帛
や
裙
の
裏
地
は
、
墨
の
衣
文
線
を
避
け
る
よ
う
に
白
の
片
暈
し
を

施
し
て
彫
塗
り
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
金
属
部
分
に
施
さ
れ
る
金
泥
の
彫
塗
り

や
着
衣
の
裏
地
に
施
さ
れ
る
白
の
片
暈
し
は
、
鎌
倉
後
期
か
ら
南
北
朝
時
代
の

仏
画
に
用
い
ら
れ
る
技
法
と
し
て
多
く
の
作
例
に
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
条
帛
は
、
輪
宝
形
の
両
端
に
三
鈷
形
が
付
く
珍
し
い
形
式
の
金
泥
文
様
で

飾
ら
れ
る
が
、
一
般
的
に
輪
宝
形
の
金
泥
文
様
は
、
例
え
ば
奈
良
国
立
博
物
館

本
普
賢
十
羅
刹
女（
２０
）
像
に
描
か
れ
る
白
象
の
背
の
敷
物
や
、
詫
間
栄
賀
筆
と
し
て

著
名
な
静
嘉
堂
文
庫
美
術
館
本
不
動
明
王
二
童
子（
２１
）
図
の
不
動
の
着
衣
、
海
住
山

寺
本
十
六
羅
漢（
２２
）
像
の
着
衣
な
ど
、
鎌
倉
末
か
ら
南
北
朝
時
代
に
か
け
て
多
く
用

い
ら
れ
る
文
様
で
あ
る
。
特
に
輪
宝
形
に
三
鈷
形
を
組
み
合
わ
せ
る
と
い
う
形

式
は
、
鎌
倉
時
代
末
期
の
制
作
と
み
ら
れ
る
能
満
院
本
普
賢
十
羅
刹
女（
２３
）
像
に
描

か
れ
る
訶
梨
帝
母
（
鬼
子
母
神
）
の
着
衣
に
も
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

裙
の
表
面
は
、
金
泥
の
蓮
華
唐
草
文
を
地
文
、
同
じ
く
金
泥
に
よ
っ
て
花
葉

を
輪
郭
す
る
円
花
文
を
主
文
と
し
て
荘
厳
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
そ
の
裾
縁
に

円
花
文
を
構
成
す
る
の
と
同
様
の
花
葉
文
が
あ
し
ら
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
裙

の
主
文
と
し
て
あ
し
ら
わ
れ
る
円
花
文
お
よ
び
裾
縁
の
文
様
帯
を
、
金
泥
で
輪

郭
さ
れ
る
ほ
ぼ
同
一
構
成
の
花
葉
文
で
飾
る
表
現
は
、
例
え
ば
南
北
朝
時
代
の
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制
作
と
さ
れ
る
静
嘉
堂
文
庫
美
術
館
本
弁
才
天（
２４
）
像
の
裙
な
ど
に
極
め
て
近
似
す

る
も
の
が
認
め
ら
れ
る
。
火
炎
光
背
は
、
丹
を
地
色
に
し
て
形
式
化
さ
れ
た
火

炎
を
朱
で
描
く
も
の
で
、
鎌
倉
後
期
の
唐
招
提
寺
本
五
大
尊（
２５
）
像
に
近
似
す
る
火

炎
光
背
が
描
か
れ
る
。
五
輪
塔
の
地
輪
に
描
か
れ
る
石
畳
は
、
一
枚
ず
つ
緑
青

と
群
青
で
交
互
に
塗
り
分
け
、
三
重
の
截
金
線
で
輪
郭
し
て
内
側
を
金
泥
で
暈

か
し
て
い
る
が
、
鎌
倉
末
期
か
ら
南
北
朝
時
代
に
か
か
る
時
期
の
制
作
と
み
ら

れ
る
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ア
ジ
ア
美
術
館
本
春
日
愛
染
曼
荼（
２６
）
羅
に
描
か
れ
る

石
畳
に
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
じ
表
現
が
認
め
ら
れ
る
。
特
に
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・

ア
ジ
ア
美
術
館
本
は
、
金
属
部
分
に
施
さ
れ
る
金
泥
の
彫
塗
り
や
着
衣
の
裏
に

施
さ
れ
る
白
の
片
暈
し
と
い
っ
た
表
現
に
つ
い
て
も
奈
良
博
本
と
極
め
て
近
似

し
て
お
り
、
ほ
ぼ
同
時
期
の
制
作
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
ま
た
描
表
具
に
輪

宝
文
様
を
あ
し
ら
う
の
は
、
文
保
二
年
（
一
三
一
八
）
の
広
島
・
浄
土
寺
本
両
界

曼
荼（
２７
）
羅
や
南
北
朝
時
代
の
奈
良
国
立
博
物
館
本
山
王
宮
曼
荼（
２８
）
羅
な
ど
に
見
ら
れ

る
も
の
で
あ
る
。

以
上
の
観
察
を
踏
ま
え
る
と
、
奈
良
博
本
の
制
作
時
期
は
鎌
倉
末
期
か
ら
南

北
朝
時
代
の
初
め
に
か
か
る
十
四
世
紀
前
半
と
み
て
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

信
仰
背
景

こ
れ
ま
で
の
考
察
に
よ
り
、
奈
良
博
本
に
つ
い
て
は
、
�
大
威
徳
明
王
を
阿

弥
陀
如
来
の
教
令
輪
身
と
し
て
描
く
、
�
密
教
系
の
阿
弥
陀
浄
土
信
仰
と
密
接

に
関
わ
る
五
輪
塔
を
描
く
、
�
五
輪
塔
お
よ
び
大
威
徳
の
背
後
に
二
河
白
道
図

を
暗
示
さ
せ
る
モ
テ
ィ
ー
フ
を
配
す
、
�
十
四
世
紀
前
半
に
制
作
さ
れ
た
、
と

い
う
特
色
あ
る
画
像
の
輪
郭
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
。
こ
れ
踏
ま
え
、
以
下

に
奈
良
博
本
が
制
作
さ
れ
た
信
仰
背
景
に
つ
い
て
私
見
を
述
べ
て
い
き
た
い
。

大
威
徳
明
王
を
阿
弥
陀
の
教
令
輪
身
と
み
な
す
説
は
、
平
安
後
期
以
降
に

『
覚
禅
鈔
』
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
図
像
集
・
事
相
書
に
お
い
て
取
り
上
げ

ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
は
先
に
述
べ
た
が
、
特
に
阿
弥
陀
の
教
令
輪
身
で
あ

る
大
威
徳
明
王
を
一
度
で
も
礼
拝
す
れ
ば
極
楽
往
生
を
と
げ
る
こ
と
が
で
き
る

と
い
う
、
大
威
徳
明
王
に
対
す
る
信
仰
を
阿
弥
陀
浄
土
信
仰
と
ス
ト
レ
ー
ト
に

結
び
つ
け
る
説
が
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
例
え

ば
平
安
末
期
に
編
纂
さ
れ
た
『
別
尊
雑
記
』「
大
威
徳
」
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ

れ（
２９
）
る
。

「
此
尊
是
無
量
寿
如
来
教
令
輪
身
也
。
従
大
悲
門
出
。
為
無
明
妄
想
諸
衆
生
。

現
極
悪
瞋
怒
身
。
伏
出
世
之
魔
軍
。
滅
世
間
之
怨
敵
。（
中
略
）
一
度
禮
拝
供
養

人
。
消
除
業
障
。
摧
伏
怨
家
。
増
長
福
壽
。
乃
至
往
生
極
楽
浄
土
。
得
無
量
快

楽
云
々
」（
傍
線
筆
者
）

『
別
尊
雑
記
』
は
、
各
項
目
に
お
い
て
成
蓮
院
兼
意
、
成
就
院
寛
助
、
勝
定

房
恵
什
、
勝
倶
胝
院
実
運
の
四
師
の
説
を
こ
の
順
に
引
用
す
る
整
然
と
し
た
構

成
を
取
っ
て
い
る
こ
と
か（
３０
）
ら
、「
大
威
徳
」
項
の
冒
頭
に
引
用
さ
れ
る
こ
の
文
は

兼
意
が
著
し
た
『
成
蓮
抄
』
か
ら
の
引
用
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
こ
と

は
、
鎌
倉
後
期
に
編
纂
さ
れ
た
『
白
宝
口
抄
』
に
「
成
蓮
抄
云
」
と
し
て
同
説

を
引
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る（
３１
）
が
、
興
味
深
い
こ
と
に
『
白
宝

口
抄
』
は
こ
れ
に
続
け
て
「
私
云
。
此
両
箇
文
不
出
儀
軌
。
以
先
徳
義
所
引
用

也
。」
と
述
べ
て
お
り
、
こ
の
説
が
兼
意
の
『
成
蓮
抄
』
の
み
に
見
え
る
独
自
の

も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

成
蓮
院
兼
意
（
一
〇
七
二
〜
一
一
四
五
以
後
）
は
観
音
院
寛
意
（
一
〇
五
四
〜
一

一
〇
一
）
か
ら
広
沢
流
を
継
い
だ
事
相
の
大
家
で
あ
り
、
師
の
寛
意
が
高
野
山

往
生
院
（
現
在
の
遍
照
光
院
は
そ
の
筆
頭
院
家
）
に
お
い
て
没
す
る
と
そ
の
跡
を

継
い
で
同
院
に
住
み
、
晩
年
は
さ
ら
に
高
野
山
の
成
蓮
院
に
移
っ
て
『
成
蓮
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抄
』
二
十
巻
を
は
じ
め
と
す
る
著
作
に
専
念
し
た
と
い
う
。
こ
の
兼
意
か
ら
高

野
山
に
お
い
て
両
部
の
大
法
を
授
法
し
、
往
生
院
を
受
け
継
い
だ
の
が
、『
別

尊
雑
記
』
の
著
者
と
し
て
有
名
な
常
喜
院
心
覚
（
一
一
一
七
〜
八
〇
）
で
あ
る
。

先
に
掲
げ
た
大
威
徳
明
王
を
阿
弥
陀
浄
土
信
仰
と
結
び
つ
け
る
説
を
は
じ
め
と

し
て
、
心
覚
が
『
別
尊
雑
記
』
に
お
い
て
引
用
す
る
兼
意
の
説
は
、
高
野
山
に

お
い
て
授
法
し
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

兼
意
や
心
覚
が
住
ん
だ
高
野
山
往
生
院
は
、
覚
鑁
が
高
野
山
に
入
っ
て
最
初

に
止
住
し
た
場
所
と
さ
れ
る
ほ
か
、
覚
鑁
の
密
厳
浄
土
思
想
に
大
き
な
影
響
を

与
え
た
と
い
わ
れ
る
教
尋
も
往
生
院
阿
闍
梨
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
深
く
関
わ
る
な

ど
、
平
安
時
代
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
高
野
山
に
お
け
る
密
教
系
阿
弥
陀
浄

土
信
仰
者
の
一
大
拠
点
と
な
っ
て
い（
３２
）
た
。
特
に
五
輪
塔
を
礼
拝
す
れ
ば
極
楽
往

生
を
遂
げ
ら
れ
る
と
い
う
、
奈
良
博
本
の
図
様
と
も
密
接
に
関
わ
る
覚
鑁
流
の

五
輪
塔
信
仰
は
、
往
生
院
を
中
心
と
し
て
高
野
山
の
真
言
念
仏
者
た
ち
の
間
に

流
布
し
て
い
っ
た
。
例
え
ば
、
往
生
院
の
配
下
に
あ
っ
た
高
野
山
の
蓮
華
谷
お

よ
び
新
別
所
の
聖
だ
っ
た
重
源
が
、
東
大
寺
の
各
別
所
に
阿
弥
陀
如
来
と
と
も

に
五
輪
塔
を
セ
ッ
ト
で
施
入
し
た
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ（
３３
）
る
。
ま
た
、『
覚

禅
抄
』「
舎
利
法
」
に
は
「
供
養
舎
利
生
極
楽
」
と
い
う
項
目
が
立
て
ら
れ
、
舎

利
塔
を
供
養
す
れ
ば
極
楽
往
生
が
遂
げ
ら
れ
る
と
い
う
覚
鑁
流
の
五
輪
塔
信
仰

を
受
け
継
い
だ
説
が
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
覚
禅
は
こ
の
「
舎
利
法
」
を
書
写

す
る
に
当
た
っ
て
た
び
た
び
高
野
山
に
登
り
、
往
生
院
お
よ
び
重
源
の
新
別
所

を
訪
れ
て
い
た
こ
と
が
そ
の
裏
書
等
よ
り
判
明
す（
３４
）
る
。

さ
ら
に
興
味
深
い
の
は
、
奈
良
博
本
の
描
写
に
影
響
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ

る
二
河
白
道
図
の
流
布
に
つ
い
て
も
、
高
野
山
往
生
院
と
の
接
点
を
見
い
だ
せ

る
こ
と
で
あ
る
。
二
河
白
道
図
の
成
立
と
流
布
に
関
わ
っ
た
と
さ
れ
る
証
空

（
一
一
七
七
〜
一
二
四
七
）、
お
よ
び
証
空
を
祖
と
す
る
浄
土
宗
西
山
派
は
、
真

言
密
教
と
密
接
な
関
係
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
指
摘
が
す
で
に
な
さ
れ
て
い（
３５
）
る
。

特
に
真
言
密
教
の
著
名
な
学
匠
で
あ
っ
た
静
遍
（
一
一
六
六
〜
一
二
二
四
）
と
証

空
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
俗
縁
が
た
ど
れ
る
こ
と
や
、
静
遍
が
禅
林
寺
を
証
空

に
譲
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
両
者
に
深
い
交
渉
が
あ
っ
た
こ
と

は
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
。
も
と
も
と
静
遍
は
、
真
言
宗
小
野
流
を
醍
醐
寺
三
宝
院

の
勝
賢
に
、
同
じ
く
広
沢
流
を
仁
和
寺
上
乗
院
の
仁
隆
か
ら
授
法
し
た
真
言
僧

で
あ
る
が
、
一
方
で
法
然
の
『
選
擇
集
』
に
出
会
っ
て
か
ら
は
自
ら
『
続
選
択

文
義
要
鈔
』
を
著
す
な
ど
、
法
然
浄
土
教
へ
の
帰
依
を
深
め
て
い
っ
た
と
さ
れ

（
３６
）
る
。
こ
う
し
た
真
言
念
仏
者
と
し
て
の
静
遍
が
、
晩
年
を
高
野
山
往
生
院
で
過

ご
し
た
こ
と
は
必
然
的
だ
っ
た
と
み
ら
れ
、
貞
応
二
年
（
一
二
二
三
）
に
弟
子
の

道
範
に
往
生
院
を
譲
っ
た
後
、
翌
元
仁
元
年
（
一
二
二
四
）
四
月
二
十
日
に
高
野

山
の
蓮
華
谷
に
没
し
て
い（
３７
）
る
。
こ
の
よ
う
に
往
生
院
を
拠
点
と
す
る
高
野
山
の

真
言
念
仏
者
と
み
ら
れ
る
静
遍
と
、
二
河
白
道
図
を
考
案
し
た
と
さ
れ
る
証
空

と
の
密
接
な
交
渉
は
、
二
河
白
道
図
の
成
立
に
密
教
が
影
響
を
与
え
た
と
い
う

指
摘
を
首
肯
さ
せ
る
と
と
も
に
、
逆
に
真
言
系
浄
土
信
仰
者
た
ち
の
間
に
二
河

白
道
説
を
受
け
入
れ
る
素
地
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い（
３８
）
る
。

以
上
に
見
て
き
た
と
お
り
、
大
威
徳
明
王
を
阿
弥
陀
の
教
令
輪
身
と
み
な
す

説
や
、
五
輪
塔
信
仰
、
二
河
白
道
説
と
い
う
、
奈
良
博
本
の
図
様
と
も
密
接
に

関
わ
る
特
殊
な
阿
弥
陀
浄
土
信
仰
が
、
高
野
山
往
生
院
を
中
心
に
受
容
さ
れ
た

可
能
性
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
つ
ま
り
鎌
倉
時
代
後
期
ま
で
に
は
、
奈

良
博
本
の
特
殊
な
図
様
が
生
み
出
さ
れ
る
に
十
分
な
思
想
的
裏
付
け
が
、
高
野

山
往
生
院
を
中
心
と
し
て
真
言
密
教
の
教
団
内
に
育
ま
れ
て
い
た
と
考
え
て
よ

い
だ
ろ
う
。
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『
白
宝
口
抄
』
と
の
関
係

こ
れ
ま
で
に
奈
良
博
本
の
図
様
と
関
わ
る
思
想
的
背
景
を
縷
々
述
べ
て
き
た

が
、
そ
こ
で
引
用
し
た
の
は
覚
鑁
や
兼
意
、
静
遍
、
証
空
ら
い
ず
れ
も
平
安
後

期
か
ら
鎌
倉
前
期
の
諸
師
の
説
だ
っ
た
。
し
か
し
、
奈
良
博
本
は
様
式
的
に
鎌

倉
後
期
か
ら
南
北
朝
時
代
に
か
か
る
十
四
世
紀
前
半
の
作
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の

説
を
そ
の
ま
ま
奈
良
博
本
の
直
接
の
典
拠
と
み
な
す
こ
と
は
難
し
い
。
と
こ
ろ

が
、
鎌
倉
後
期
成
立
の
『
白
宝
口
抄
』
は
、
以
上
の
諸
師
の
説
を
引
用
し
つ
つ
、

奈
良
博
本
の
図
様
と
直
接
関
わ
る
と
思
わ
れ
る
特
殊
な
口
決
を
数
多
く
引
用
し

て
い
る
点
で
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

こ
こ
で
ま
ず
『
白
宝
口
抄
』
の
概
略
を
述
べ
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。『
白
宝

口
抄
』
一
六
七
巻
は
、
東
寺
宝
菩
提
院
の
開
祖
で
あ
る
亮
禅
（
一
二
五
八
〜
一
三

四
一
）
の
口
決
に
基
づ
い
て
、
そ
の
弟
子
・
宝
蓮
華
寺
亮
尊
が
編
纂
し
た
も
の

で
あ
る
。「
白
」
は
白
表
紙
す
な
わ
ち
守
覚
法
親
王
撰
の
『
秘
鈔
』
の
註
釈
書
と

し
て
著
さ
れ
た
こ
と
、「
宝
口
」
は
宝
菩
提
院
亮
禅
の
口
決
に
依
る
こ
と
に
由
来

す
る
と
い
い
、
諸
尊
に
つ
い
て
本
書
・
梵
号
・
密
号
・
種
子
・
道
場
観
・
尊
形

・
印
契
・
真
言
等
を
詳
細
に
注
記
し
て
い
る
。
亮
禅
は
東
寺
大
悲
心
院
に
お
い

て
能
禅
（
一
二
〇
四
〜
一
二
八
九
）
よ
り
東
密
広
沢
六
流
の
一
つ
で
あ
る
西
院
流

の
伝
法
潅
頂
を
受
け
て
い
る
が
、
こ
の
血
脈
は
一
方
で
平
安
後
期
の
永
厳
（
一

〇
七
五
〜
一
一
五
一
）
に
始
ま
る
同
じ
く
広
沢
六
流
の
一
つ
で
あ
る
保
寿
院
流
も

受
け
継
ぐ
も
の
で
あ
り
、
永
厳
か
ら
覚
印
（
一
〇
九
七
〜
一
一
六
四
）・
心
覚
（
一

一
一
七
〜
一
一
八
〇
）・
顕
覚
（
十
二
〜
十
三
世
紀
）・
宏
教
（
一
一
八
四
〜
一
二
五

五
）・
能
禅
・
亮
禅
と
い
う
系
譜
が
た
ど
れ（
３９
）
る
。
こ
の
う
ち
、
心
覚
が
高
野
山
往

生
院
に
住
ん
だ
こ
と
は
す
で
に
触
れ
た
が
、
顕
覚
は
心
覚
よ
り
潅
頂
を
受
け
て

往
生
院
を
譲
ら
れ
て
お
り
、
宏
教
も
同
じ
く
往
生
院
に
お
い
て
顕
覚
よ
り
保
寿

院
流
の
潅
頂
を
受
け
て
い
る
。
さ
ら
に
保
寿
院
流
の
血
脈
に
つ
い
て
は
、
先
に

見
た
と
お
り
高
野
山
往
生
院
を
継
承
し
た
寛
意
・
兼
意
・
心
覚
と
い
う
流
れ
も

た
ど
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
兼
意
の
『
成

蓮
抄
』
に
よ
っ
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
大
威
徳
の
阿
弥
陀
教
令
輪
身
説
が
、
高
野

山
往
生
院
を
中
心
と
し
て
保
寿
院
流
に
お
い
て
相
承
さ
れ
、
亮
禅
の
『
白
宝
口

抄
』
に
受
け
継
が
れ
た
こ
と
が
理
解
さ
れ（
４０
）
る
。
特
に
『
白
宝
口
抄
』
に
お
い
て

は
、
先
に
確
認
し
た
と
お
り
「
成
蓮
抄
云
」
と
し
て
「
大
威
徳
明
王
を
礼
拝
す

れ
ば
極
楽
往
生
が
遂
げ
ら
れ
る
」
と
い
う
説
を
引
用
し
、
さ
ら
に
「
先
徳
の
義

を
以
て
引
用
す
る
所
也
」
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
り
、
保
寿
院
流
の
先
徳
で
あ

る
兼
意
の
説
で
あ
る
こ
と
を
強
く
意
識
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
れ
以
外
に
も
『
白
宝
口
抄
』「
大
威
徳
法
」
に
お
い
て
は
、
大
威
徳
明
王
が

阿
弥
陀
如
来
な
い
し
阿
弥
陀
如
来
の
智
で
あ
る
妙
観
察
智
の
教
令
輪
身
で
あ
る

こ
と
が
、
他
書
に
見
え
な
い
口
決
に
依
拠
し
つ
つ
何
度
も
繰
り
返
し
強
調
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
「
大
威
徳
法
上
」
に
は
「
無
量
寿
如
来
教
令
輪
身

事
」
と
い
う
一
項
が
立
て
ら
れ
て
お
り
、
次
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。

�
「
無
量
壽
如
来
教
令
輪
身
事
／
口
云
。
無
量
壽
如
来
出
従
大
悲
至
極
内
心
。

為
無
明
妄
想
衆
生
現
極
悪
瞋
怒
身
。
伏
出
世
魔
軍
。
滅
世
間
怨
敵
。
故
名
教
令

輪
身
也
。
凡
佛
有
三
輪
。
自
性
輪
無
量
壽
。
正
法
輪
文
殊
。
教
令
輪
大
威
徳
也
。

教
令
者
刑
罰
国
王
違
勅
者
時
官
符
云
令
。
故
教
令
讀
之
。
教
承
義
也
。
是
無
量

壽
如
来
現
大
威
徳
忿
怒
形
。
勅
彼
為
刑
罰
衆
生
三
毒
煩
悩
也
。
輪
者
轉
惑
摧
破

義
也
。（
後
（
４１
）
略
）」（
傍
線
筆
者
）

こ
こ
で
は
三
輪
身
説
に
基
づ
い
て
、
大
威
徳
明
王
は
無
量
寿
如
来
す
な
わ
ち

阿
弥
陀
如
来
の
教
令
輪
身
で
あ
り
、
阿
弥
陀
如
来
が
大
威
徳
明
王
の
忿
怒
形
と

し
て
現
れ
る
の
は
衆
生
の
三
毒
煩
悩
に
刑
罰
を
為
す
た
め
で
あ
る
と
説
い
て
い
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る
。
こ
の
三
輪
身
説
に
も
と
づ
い
て
敢
え
て
大
威
徳
を
阿
弥
陀
の
教
令
輪
身
で

あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
項
目
を
立
て
る
事
相
書
は
、
管
見
の
限
り
『
白
宝
口

抄
』
が
唯
一
で
あ
る
。『
白
宝
口
抄
』
に
は
こ
れ
以
外
に
も
阿
弥
陀
教
令
輪
身
説

に
関
連
す
る
記
述
が
多
く
見
え
る
の
で
、
次
に
列
挙
し
て
み
よ
う
。（
以
下
、
括

弧
内
お
よ
び
傍
線
筆
者
）

�
「
口
云
。（
中
略
）
此
是
尊
第
六
意
識
妙
観
察
智
之
教
令
輪
故
。
現
六
足
六
首

六
臂
利
六
趣
。
満
六
度
成
六
道
。
故
名
六
足
尊
也
。（
中
略
）
此
尊
妙
観
察
智
之

分
別
事
識
也
。
分
別
事
識
者
衆
生
總
體
也
。
故
大
威
徳
尊
衆
生
總
體
也
。
其
忿

怒
形
煩
悩
障
姿
。
即
現
煩
悩
障
形
降
人
魔
也
。
彼
人
魔
者
可
妨
浄
土
往
生
故
。

彌
陀
如
来
為
衆
生
済
度
發
順
違
方
便
時
。
如
意
輪
其
順
方
便
大
慈
悲
也
。
是
宝

珠
體
。
大
威
徳
異
方
便
極
忿
怒
。
教
令
輪
擁
護
義
（
４２
）

也
。」

�
「
口
云
。
種
子
キ
リ
ク
（
梵
字
）
西
方
無
量
壽
佛
種
子
。
此
尊
彼
教
令
輪
身
也
。

故
以
本
身
種
子
同
用
此
尊
（
４３
）

也
。」

�
「
口
云
。
佛
菩
薩
於
我
性
心
蓮
。
因
果
階
級
不
同
故
。
佛
坐
八
葉
開
敷
蓮
華
。

菩
薩
坐
半
開
敷
蓮
。
明
王
六
蓮
蓮
華
也
。
天
等
荷
葉
座
。
是
常
様
也
。
又
云
。

六
葉
者
表
六
識
。
此
尊
六
識
所
變
妙
観
察
智
教
令
輪
故
（
４４
）

也
。」

�
「
口
云
。
水
牛
者
於
水
陸
自
在
也
。
此
尊
第
六
識
（
妙
観
察
智
）
成
佛
教
令
輪

（
４５
）

身
。」

�
「
口
云
。
水
牛
色
有
異
説
。（
中
略
）
蓮
花
臺
上
有
牛
。
如
水
ヲ
覆
地
。
随
歩

開
蓮
花
。
四
足
説
明
王
。
二
角
観
音
得
大
也
。
二
耳
地
藏
竜
樹
。
鼻
穴
閻
浮
提
。

上
下
唇
普
賢
文
殊
。
同
體
縦
如
大
日
如
来
。
二
眼
日
光
月
光
。
尾
須
彌
山
。
一

動
無
依
無
怙
三
悪
道
衆
生
皆
悉
趣
佛
道
。
牛
背
ニ
柔
ナ
ル
毛
ア
リ
。
柔
毛
上
有

佛
本
體
。
阿
彌
陀
如
来
。
為
悪
魔
降
伏
具
六
面
。
上
中
面
阿
彌
陀
如
来
也
。
左

二
面
當
来
彌
勒
也
。
右
一
面
多
寶
如
来
。
下
中
面
大
日
如
来
。
左
一
面
薬
師
如

来
。
右
一
面
釋
迦
如
来
。
六
臂
六
道
衆
生
ヲ
憐
愍
ス
ル
相
。
上
三
足
為
三
悪
道

輪
廻
抜
苦
患
衆
生
。
垂
三
足
三
界
有
情
垂
一
字
慈
（
４６
）

悲
。」

�
「
口
云
。
入
我
我
入
觀
以
前
結
阿
彌
陀
定
印
。
觀
想
上
オ
ン
（
梵
字
）
喝
成
六

頭
。
心
上
ア
ク
（
梵
字
）
完
成
六
臂
。
腰
ウ
ン
（
梵
字
）
渇
成
六
足
。
即
成
本
尊

身
。
次
壇
已
成
本
尊
ト
無
二
一
體
如
常
云
（
４７
）

々
。」

こ
れ
ら
の
文
は
、
い
ず
れ
も
「
口
云
」
と
い
う
文
言
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
亮
禅
の
口
決
か
ら
の
引
用
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
り
、
大
威
徳
が

阿
弥
陀
の
教
令
輪
身
で
あ
る
と
い
う
説
が
亮
禅
の
周
辺
で
特
に
重
視
さ
れ
て
い

た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
こ
の
う
ち
�
の
、「
大
威
徳
明
王
の
忿
怒
形
は
煩
悩

を
障
ぐ
姿
で
あ
り
、
浄
土
往
生
を
妨
げ
る
人
魔
を
降
伏
す
る
た
め
に
、
阿
弥
陀

如
来
が
教
令
輪
身
と
し
て
現
れ
た
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
亮
禅
の
口
決
に
関
連

し
て
、『
白
宝
口
抄
』
の
著
者
・
亮
尊
は
次
の
よ
う
に
静
遍
の
口
決
を
引
用
し
、

さ
ら
に
自
ら
の
解
釈
を
加
え
て
い
る
こ
と
は
興
味
深
い
。

「
静
遍
口
決
云
。
此
尊
人
調
伏
用
無
宥
恕
。
殺
物
尊
也
。
即
第
六
識
斷
惑
智
也
。

此
尊
説
降
焔
魔
尊
。
焔
魔
王
宮
ヲ
日
ニ
三
度
焼
失
。
後
王
ヲ
鞠
蹴
。
是
第
六
識

強
分
別
識
故
。
第
八
識
劣
弱
心
王
ヲ
被
降
伏
歟
云
々
／
私
云
。
炎
魔
王
宮
第
八

識
平
等
王
別
居
。
一
切
衆
生
中
有
種
子
位
。
即
第
八
識
心
王
也
。
大
威
徳
西
方

第
六
識
也
。
以
西
方
六
識
菩
薩
果
破
東
方
第
八
識
發
心
因
。
五
行
時
ハ
東
方
ハ

木
。
西
方
ハ
金
也
。
金
尅
木
故
為
能
破
也
。（
後
（
４８
）

略
）」

こ
こ
で
静
遍
の
口
決
が
引
用
さ
れ
る
の
は
、
静
遍
が
保
寿
院
流
の
本
流
で
あ

る
広
沢
流
を
相
承
し
、
高
野
山
往
生
院
に
晩
年
住
ん
だ
こ
と
と
も
無
縁
で
は
な

い
と
思
わ
れ
る
。
先
に
二
河
白
道
図
の
成
立
を
静
遍
と
西
山
派
浄
土
宗
の
祖
・

証
空
と
の
関
係
の
う
ち
に
見
出
せ
る
可
能
性
を
指
摘
し
た
が
、
こ
の
静
遍
が
一

方
で
大
威
徳
明
王
を
第
六
識
す
な
わ
ち
阿
弥
陀
の
妙
観
察
智
と
結
び
つ
け
る
口

決
を
残
し
て
い
る
こ
と
は
、
奈
良
博
本
の
図
様
と
の
関
係
に
お
い
て
も
注
目
さ

れ
よ
う
。
亮
尊
は
こ
の
静
遍
の
口
決
に
続
け
て
、「
私
云
」
と
し
て
大
威
徳
明
王
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が
西
方
の
第
六
識
・
妙
観
察
智
と
結
び
つ
く
根
拠
を
五
行
説
に
求
め
、
西
方
が

金
に
相
当
す
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
奈
良
博
本
に
お
い
て
大
威

徳
明
王
が
阿
弥
陀
の
教
令
輪
身
と
み
な
さ
れ
、
さ
ら
に
そ
の
背
景
が
金
色
に
塗

ら
れ
て
い
る
こ
と
を
想
起
さ
せ
る
。
奈
良
博
本
の
背
景
が
五
輪
・
五
行
説
に
基

づ
い
て
二
河
白
道
説
を
反
映
し
て
い
る
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
が
、
特
に
阿
弥

陀
浄
土
の
金
色
世
界
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
中
央
の
金
色
部
分
に
つ
い
て
は
、
静

遍
の
口
決
を
受
け
た
亮
尊
の
説
と
の
関
係
も
無
視
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

ま
た
�
に
お
い
て
は
、
大
威
徳
明
王
が
坐
す
水
牛
の
身
体
各
部
を
諸
尊
に
比

定
す
る
口
決
を
引
用
し
て
お
り
、
そ
の
中
で
牛
の
背
に
坐
す
の
が
仏
本
体
の
阿

弥
陀
如
来
で
あ
る
と
記
述
す
る
点
も
重
要
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
奈
良
博
本
の
描

写
と
の
関
連
で
注
目
さ
れ
る
の
が
「
二
眼
日
光
月
光
」「
牛
背
ニ
柔
ナ
ル
毛
ア

リ
」
と
い
う
記
述
で
あ
る
。
奈
良
博
本
に
描
か
れ
る
水
牛
（
口
絵
４
）
に
つ
い
て

は
、
両
眼
に
金
泥
が
塗
ら
れ
、
ま
た
肉
身
全
面
に
わ
た
り
金
泥
の
細
線
に
よ
っ

て
体
毛
が
表
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
先
に
確
認
し
た
。
こ
の
よ
う
な
他
の
大
威
徳

明
王
画
像
に
は
見
ら
れ
な
い
特
殊
な
描
写
は
、
�
に
引
用
さ
れ
る
口
決
と
関
連

づ
け
る
こ
と
で
理
解
さ
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

さ
ら
に
興
味
深
い
こ
と
に
、『
白
宝
口
抄
』
に
は
、
奈
良
博
本
の
図
様
と
密
接

に
関
わ
る
と
思
わ
れ
る
特
殊
な
道
場
観
に
つ
い
て
も
記
述
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。「
道
場
観（
４９
）
事
」
の
項
に
は
次
の
よ
う
に
説
か
れ
る
。

「
口
云
。
須
彌
山
頂
塔
婆
。
如
先
々
口
訣
也
。
立
成
軌
云
也
。
聖
閻
曼
徳
迦
威

怒
王
身
。
乗
青
黒
水
牛
。
持
種
々
器
杖
。
以
髑
髏
為
瓔
珞
頭
冠
。
虎
皮
為
裙
其

身
長
大
無
量
由
旬
也
。
遍
身
火
焔
。
洞
然
如
却
燒
焔
。
顧
視
四
方
。
如
師
子
奮

迅
（
後
略
）」（
傍
線
筆
者
）

こ
こ
に
引
く
亮
禅
の
口
決
に
よ
れ
ば
、
大
威
徳
明
王
の
道
場
観
と
し
て
ま
ず

須
弥
山
上
の
塔
婆
を
観
ず
べ
き
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。
奈
良
博
本
に
目
を
転

じ
て
み
る
と
、
大
威
徳
明
王
は
海
中
の
山
嶽
上
に
坐
し
て
お
り
、
こ
の
山
嶽
に

つ
い
て
は
中
腹
に
四
天
王
が
配
さ
れ
る
た
め
須
弥
山
を
想
起
さ
せ
る
こ
と
を
す

で
に
指
摘
し（
５０
）
た
。
須
弥
山
の
上
に
塔
婆
を
観
ず
る
と
い
う
特
殊
な
道
場
観
は
、

五
輪
塔
婆
を
前
に
し
て
須
弥
山
上
の
大
威
徳
明
王
を
拝
す
る
か
の
よ
う
な
奈
良

博
本
の
図
様
が
成
立
す
る
前
提
と
な
っ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。
こ
の
亮
禅
の

口
決
に
は
「
如
先
々
口
訣
也
」
と
あ
っ
て
、
先
に
見
た
亮
禅
に
至
る
保
寿
院
流

の
血
脈
の
中
で
代
々
受
け
継
が
れ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
の
で
あ
り
、
あ
る

い
は
五
輪
塔
を
前
に
し
て
大
威
徳
明
王
を
礼
拝
し
、
二
河
に
象
徴
さ
れ
る
煩
悩

を
滅
し
て
極
楽
往
生
を
願
う
と
い
う
特
殊
な
礼
拝
形
態
が
、
高
野
山
往
生
を
中

心
と
す
る
僧
侶
た
ち
の
間
で
実
際
に
行
わ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う（
５１
）
か
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
奈
良
博
本
と
『
白
宝
口
抄
』「
大
威
徳
法
」
に
引
く
亮
禅

の
口
決
と
の
密
接
な
関
わ
り
が
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
ろ
う
。『
白
宝
口
抄
』
は
、

奈
良
博
本
に
お
い
て
大
威
徳
明
王
の
頂
上
面
を
菩
薩
面
と
す
る
典
拠
と
な
っ
た

『
萬
愛
法
』
に
つ
い
て
も
詳
細
に
引
用
し
て
お
り
、
こ
こ
に
も
両
者
の
強
い
結

び
つ
き
を
う
か
が
わ
せ
る
。
奈
良
博
本
の
制
作
が
『
白
宝
口
抄
』
の
成
立
と
ほ

ぼ
同
時
期
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
特
殊
な
画
像
が
生
み
出
さ

れ
る
に
際
し
、
亮
禅
・
亮
尊
と
近
い
真
言
密
教
の
僧
侶
が
関
与
し
た
可
能
性
が

極
め
て
高
い
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

ま

と

め

本
稿
で
は
新
出
作
品
で
あ
る
奈
良
博
本
に
つ
い
て
、
お
も
に
そ
の
特
殊
な
図

様
を
中
心
に
概
要
を
紹
介
し
、
併
せ
て
そ
の
特
殊
な
図
様
が
生
み
出
さ
れ
た
信

仰
背
景
に
つ
い
て
若
干
の
私
見
を
述
べ
て
み
た
。
具
体
的
に
は
、
大
威
徳
明
王
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を
阿
弥
陀
如
来
の
化
身
と
し
て
描
い
て
い
る
こ
と
、
真
言
密
教
系
の
阿
弥
陀
浄

土
信
仰
を
強
く
反
映
す
る
五
輪
塔
を
描
く
こ
と
、
五
輪
塔
や
大
威
徳
明
王
の
背

景
の
描
写
に
二
河
白
道
図
の
影
響
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
等
に
注
目
し
、
そ
こ
に

高
野
山
往
生
院
を
中
心
に
受
け
継
が
れ
た
密
教
系
の
阿
弥
陀
浄
土
信
仰
が
反
映

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
し
て
、
奈
良
博
本
の
制
作
年
代
が
、
表
現

技
法
の
考
察
に
よ
り
鎌
倉
時
代
末
期
か
ら
南
北
朝
時
代
に
か
か
る
十
四
世
紀
前

半
で
あ
る
こ
と
を
推
定
し
、
同
時
期
に
編
纂
さ
れ
た
『
白
宝
口
抄
』
に
引
用
さ

れ
る
亮
禅
の
口
決
と
奈
良
博
本
の
図
様
が
直
接
結
び
つ
く
可
能
性
が
あ
る
こ
と

を
確
認
し
た
。

奈
良
博
本
に
関
し
て
は
、
管
見
の
限
り
類
例
を
見
出
せ
な
い
こ
と
に
加
え
、

大
威
徳
明
王
の
画
像
と
し
て
は
極
め
て
小
品
な
が
ら
質
の
高
い
描
写
を
示
す
こ

と
か
ら
、
高
位
の
僧
侶
に
よ
る
個
人
的
な
念
持
仏
と
し
て
創
作
さ
れ
た
可
能
性

が
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
奈
良
博
本
の
出
現
に
よ
り
、
少
な
く
と
も
鎌
倉
時

代
に
溯
る
大
威
徳
明
王
画
像
の
作
例
が
新
た
に
リ
ス
ト
に
加
え
ら
れ
た
こ
と
、

そ
し
て
五
輪
塔
お
よ
び
二
河
白
道
図
と
い
う
従
来
個
別
に
考
察
さ
れ
て
き
た
も

の
が
、
日
本
中
世
の
密
教
美
術
に
お
い
て
互
い
に
関
連
し
合
い
な
が
ら
想
像
以

上
に
重
要
な
イ
メ
ー
ジ
ソ
ー
ス
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
だ
け

で
も
、
そ
の
意
義
決
し
て
小
さ
く
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
極
め
て
特
殊

な
図
様
と
信
仰
背
景
を
も
つ
画
像
を
仏
教
絵
画
史
上
に
正
確
に
位
置
づ
け
る
作

業
が
今
後
の
課
題
と
な
る
だ
ろ
う
。

注（
１
）
山
口
桂
三
郎
「
大
威
徳
明
王
と
そ
の
曼
荼
羅
」（『
国
華
』
第
九
三
二
号
、
一
九
七

一
年
四
月
）、
関
口
正
之
「
霊
雲
寺
所
蔵
大
威
徳
明
王
画
像
に
つ
い
て
」（『
国

華
』
第
一
〇
一
四
号
、
一
九
七
八
年
七
月
）

（
２
）『
大
正
新
脩
大
蔵
経

図
像
編
』（
以
下
、
大
正
図
像
と
略
す
）
第
三
・
三
八
五
頁

（
３
）『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』（
以
下
、
大
正
蔵
経
と
略
す
）
第
二
一
・
九
七
頁
ｂ

（
４
）
大
正
図
像
第
五
・
三
六
三
頁

（
５
）
注
４
林
論
文

（
６
）
大
正
図
像
第
三
・
四
四
五
頁

（
７
）
注
１
山
口
論
文

（
８
）『
秘
蔵
記
』
末
（
大
正
図
像
第
一
・
一
〇
頁
ｃ
）
に
「
以
五
忿
怒
相
宛
五
智
。（
中

略
）
六
足
尊
無
量
壽
佛
忿
怒
。
自

性
輪
文
殊
菩
薩

」
と
見
え
る
。

（
９
）
法
賢
訳
『
佛
説
妙
吉
祥
最
勝
根
本
大
教
経
』（
大
正
蔵
経
第
二
一
・
八
一
頁
ｂ
）、

不
空
訳
『
聖
閻
曼
徳
迦
威
怒
王
立
成
大
神
験
念
誦
法
』（
同
・
七
三
頁
ａ
）、『
大
乗

方
廣
曼
殊
室
利
菩
薩
華
厳
本
教
閻
曼
徳
迦
忿
怒
王
眞
言
大
威
徳
儀
軌
品
』（
同
・

七
六
頁
ｂ
）
ほ
か
。

（
１０
）『
覚
禅
鈔
』「
大
威
徳
中
」（
大
正
図
像
第
五
・
三
六
一
頁
ａ
）
に
「
本
身
事
／
或
抄

云
。
無
畏
軌
云
。
即
説
根
本
大
真
言
。
是
菩
薩
文
殊
師
利
変
化
身
云
々
（
中
略
）

或
抄
云
。
此
尊
無
量
寿
如
来
教
令
輪
身
也
。
大
悲
門
出
為
無
明
妄
想
衆
生
。
現
極

悪
瞋
怒
身
。
伏
出
世
之
魔
軍
。
滅
世
間
之
怨
敵
。
一
度
礼
拝
供
養
人
。
消
除
業
障
。

摧
伏
怨
家
。
増
長
福
寿
。
乃
至
往
生
極
楽
浄
土
。
得
無
量
快
楽
云
々
」（
傍
線
筆

者
）
と
説
く
。

（
１１
）『
大
和
古
寺
大
観

第
七
巻
』（
岩
波
書
店
、
一
九
七
八
年
八
月
）
図
版
四
一
頁

（
１２
）
定
方
晟
『
須
弥
山
と
極
楽

仏
教
の
宇
宙
観
』（
講
談
社
、
一
九
七
三
年
九
月
）
五

二
頁

（
１３
）
瀬
谷
貴
之
「
興
福
寺
四
天
王
の
再
検
討
―
そ
の
肉
身
色
を
手
掛
り
と
し
て
―
」

（『
美
術
史
』
第
一
四
八
冊
、
二
〇
〇
〇
年
三
月
）
参
照
。

（
１４
）
阿
部
龍
一
「
五
輪
九
字
明
秘
密
釈
」（『
日
本
仏
教
の
文
献
ガ
イ
ド
』〈『
日
本
の
仏

教
』
第
Ⅱ
期
・
第
Ⅲ
巻
〉、
法
蔵
館
、
二
〇
〇
一
年
十
二
月
）

（
１５
）
中
西
随
功
「
西
山
證
空
の
二
河
白
道
譬
理
解
に
つ
い
て
」（『
西
山
学
会
年
報
』
創

刊
号
、
一
九
九
一
年
六
月
）

（
１６
）
石
川
知
彦
「
西
山
派
と
浄
土
教
絵
画
」（
特
別
展
図
録
『
京
都
・
永
観
堂
禅
林
寺
の

名
宝
』、
一
九
九
六
年
四
月
）

（
１７
）『
西
山
全
書
』
第
三
巻
・
三
四
九
頁

（
１８
）『
西
山
全
書
』
第
二
巻
・
二
七
五
頁

（
１９
）
石
田
尚
豊
「
二
河
白
道
図
（
京
都
・
光
明
寺
）」（
『
日
本
美
術
史
論
集
―
そ
の
構
造

的
把
握
―
』
所
収
、
中
央
公
論
美
術
出
版
、
一
九
八
八
年
二
月
）

（
２０
）『
奈
良
国
立
博
物
館
蔵
品
図
版
目
録

仏
教
絵
画
篇
』
図
三
〇

（
２１
）
特
別
展
図
録
『
仏
教
の
美
術
』（
静
嘉
堂
文
庫
美
術
館
、
一
九
九
九
年
十
月
）
図
二
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一

（
２２
）『
大
和
古
寺
大
観

第
七
巻
』（
岩
波
書
店
、
一
九
七
八
年
八
月
）
図
版
三
五
・
三

六
頁

（
２３
）
特
別
展
図
録
『
女
神
た
ち
の
日
本
』（
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
、
一
九
九
四
年
十
一

月
）
図
六
〇

（
２４
）
注
２１
図
録
・
図
二
四

（
２５
）『
奈
良
六
大
寺
大
観

唐
招
提
寺
一
』
図
版
二
二
六
・
二
二
七
頁

（
２６
）
根
立
研
介
『
日
本
の
美
術
三
七
六
号

愛
染
明
王
像
』
図
一
三
九

（
２７
）
特
別
展
図
録
『
古
密
教

日
本
密
教
の
胎
動
』（
奈
良
国
立
博
物
館
、
二
〇
〇
五
年

七
月
）
図
一
〇
六

（
２８
）
特
別
展
図
録
『
奈
良
国
立
博
物
館
の
名
宝
―
一
世
紀
の
軌
跡
―
』（
奈
良
国
立
博
物

館
、
一
九
九
七
年
四
月
）
図
一
八
四

（
２９
）
大
正
図
像
第
三
・
三
八
一
頁
ａ
。
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
様
の
文
が
『
覚
禅
鈔
』
に
も
引

か
れ
る
（
注
１０
）。

（
３０
）
佐
和
隆
研
編
『
密
教
辞
典
』「
別
尊
雑
記
」
項
。

（
３１
）
大
正
図
像
第
七
・
七
六
頁
ｃ
。
ち
な
み
に
『
成
蓮
抄
』
と
同
時
代
に
編
纂
さ
れ
た

『
図
像
抄
』
に
は
こ
う
し
た
説
は
見
え
な
い
。

（
３２
）
櫛
田
良
洪
『
覚
鑁
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
五
年
二
月
）
八
二
〜
八
七
頁
、

五
来
重
『
増
補＝

高
野
聖
』（
角
川
書
店
、
一
九
七
五
年
六
月
）
二
〇
七
〜
二
一
一

頁
。

（
３３
）
石
田
尚
豊
「
重
源
と
法
然
」（
注
１９
石
田
著
書
所
収
）

（
３４
）
大
正
図
像
第
七
・
六
〇
六
頁
ｂ
。
中
野
玄
三
「
覚
禅
の
念
仏
信
仰
」（『
日
本
仏
教

絵
画
研
究
』
所
収
、
法
蔵
館
、
一
九
八
二
年
十
一
月
）
参
照
。

（
３５
）
注
１６
石
川
論
文
。

（
３６
）
那
須
一
雄
「
静
遍
と
法
然
浄
土
教
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
五
十
三
巻
第
二

号
、
二
〇
〇
五
年
三
月
）、
菊
地
勇
次
郎
「
源
智
と
静
遍
」（『
浄
土
学
』
第
七
号
、

一
九
八
一
年
四
月
）、
五
十
嵐
隆
幸
「《
研
究
ノ
ー
ト
》
禅
林
寺
静
遍
僧
都
の
念
仏

思
想
」（『
西
山
学
会
年
報
』
第
十
四
号
、
二
〇
〇
四
年
十
二
月
）

（
３７
）『
大
日
本
史
料
』
元
仁
元
年
四
月
二
十
日
条

（
３８
）
証
空
の
弟
子
に
当
た
る
聖
達
を
師
と
し
た
一
遍
（
一
二
三
九
〜
一
二
八
九
）
は
、

二
河
白
道
図
を
「
二
河
の
本
尊
」
と
呼
ん
で
布
教
の
重
要
な
手
段
に
用
い
た
こ
と

は
有
名
だ
が
（
加
藤
善
朗
「
一
遍
に
お
け
る
二
河
白
道
図
―
絵
画
と
儀
礼
の
か
か

わ
り
―
」『
密
教
図
像
』
第
十
九
号
）、
一
方
で
高
野
山
に
止
住
し
て
高
野
聖
の
時

衆
化
の
端
緒
を
開
く
な
ど
、
高
野
山
の
浄
土
教
に
も
深
く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
も

留
意
し
て
お
き
た
い
（
注
３２
五
来
著
書
・
二
四
二
〜
二
四
四
頁
）。

（
３９
）
佐
和
隆
研
編
『
密
教
辞
典
』（
法
蔵
館
、
一
九
七
五
年
二
月
）「
密
教
系
譜
」〔
保
寿

院
流
〕
参
照
。

（
４０
）『
覚
禅
抄
』「
大
威
徳
法
」
も
『
成
蓮
抄
』
か
ら
同
説
を
引
用
す
る
が
、
覚
禅
が
高

野
山
往
生
院
に
お
い
て
授
法
し
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
（
注
３４
中
野
論
文

参
照
）。

（
４１
）
大
正
図
像
第
七
・
七
二
頁
ｂ

（
４２
）
同
・
六
九
頁
ｃ

（
４３
）
同
・
七
〇
頁
ａ

（
４４
）
同
・
七
一
頁
ａ

（
４５
）
同
・
七
一
頁
ａ

（
４６
）
同
・
七
一
頁
ｃ

（
４７
）
同
・
七
四
頁
ｃ

（
４８
）
同
・
七
〇
頁
ａ

（
４９
）
同
・
七
〇
頁
ｂ

（
５０
）
禅
林
寺
本
山
越
阿
弥
陀
図
は
、
山
の
頂
か
ら
半
身
を
表
す
阿
弥
陀
如
来
を
描
く
と

と
も
に
、
そ
の
山
嶽
の
中
腹
に
四
天
王
を
配
し
て
お
り
、
画
面
構
成
は
奈
良
博
本

と
酷
似
す
る
。
禅
林
寺
本
に
つ
い
て
は
画
中
に
阿
字
を
配
す
な
ど
密
教
系
の
阿
弥

陀
信
仰
に
基
づ
く
作
例
と
さ
れ
、
ま
た
西
山
派
浄
土
宗
と
の
関
わ
り
も
指
摘
さ
れ

る
な
ど
、
奈
良
博
本
と
近
似
し
た
信
仰
背
景
を
指
摘
し
う
る
こ
と
か
ら
、
近
似
し

た
道
場
観
が
両
者
に
反
映
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
だ
ろ
う
。

（
５１
）
高
野
山
往
生
院
と
も
深
く
関
わ
っ
た
と
見
ら
れ
る
重
源
周
辺
に
お
い
て
、
五
輪
塔

と
と
も
に
阿
弥
陀
如
来
を
礼
拝
す
る
儀
礼
が
行
わ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
は
、

重
源
が
阿
弥
陀
如
来
を
本
尊
と
す
る
各
地
の
別
所
に
五
輪
塔
を
施
入
し
て
い
る
こ

と
か
ら
も
う
か
が
わ
れ
る
。
そ
の
理
論
的
根
拠
と
し
て
同
じ
く
高
野
山
往
生
院
に

関
わ
っ
た
覚
鑁
の
『
五
輪
九
字
妙
秘
密
釈
』
が
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
さ

ら
に
覚
鑁
の
五
段
『
舍
利
供
養
式
』（
興
教
大
師
全
集
・
下
）
に
お
い
て
は
、
舎
利

塔
婆
を
供
養
す
れ
ば
極
楽
往
生
を
遂
げ
ら
れ
る
と
し
（
第
二
段
）、
そ
の
舎
利
塔

婆
と
は
五
輪
塔
婆
を
供
養
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
が
説
か
れ
て
お
り
（
第
四
段
）、

こ
う
し
た
講
式
を
用
い
て
、
五
輪
塔
を
礼
拝
し
阿
弥
陀
の
極
楽
浄
土
へ
の
往
生
を

願
う
と
い
う
儀
礼
が
実
際
に
行
わ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

（
た
に
ぐ
ち

こ
う
せ
い

当
館
学
芸
課
研
究
員
）

43 8 (2006)



奈
良
国
立
博
物
館
研
究
紀
要

鹿
園
雜
集

第
八
号

平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日
発
行

編
集
発
行

奈
良
国
立
博
物

館

〒
六
三
〇
‐
八
二
一
三

奈
良
市
登
大
路
町
五
〇
番
地

印

刷

株
式
会
社
天
理
時
報
社

天
理
市
稲
葉
町
八
〇
番
地

﹇
英
文
翻
訳
﹈

臼
井

祥
子



ON THE IMAGE OF DAIITOKU MYŌ-Ō (SKT. YAMANTAKA)
IN THE COLLECTION OF THE NARA NATIONAL MUSEUM:

THE ICONOGRAPHY OF DAIITOKU MYŌ-Ō WITH GORINTO STUPA

TANIGUCHI Kosei
Nara National Museum

n image of Daiitoku myō-ō (Skt. Yamantaka-vidya-raja) was recently added to the collection
of the Nara National Museum in the fiscal year of Heisei 16 (2004). This painting is not
only important as a rare solo image of Daiitoku myō-ō, whose production date can be traced

back to the Kamakura period (1192�1333), but its composition is also unique. In this essay I intro-
duce briefly the iconography and to attempt to illuminate the background of the Buddhist faith con-
cealed behind this painting.

I observed that the image of Daiitoku myō-ō as depicted as an incarnation of Amida (Skt. Amitabha-
buddha); the gorinto (stupa comprising the five great elements) reflects strong admiration for Amida’s
pure land by some esoteric Buddhists. I then revealed the influence of the painting “Two Rivers and
a White Path,” depicting aspirants to Amida’s pure land, in the representation of the background
of Daiitoku myō-ō and gorinto. With regard to this feature, I believe this painting reflects the faith
for Amida’s pure land inherited from the generations of esoteric Buddhists centering around Mt.
Koya.

I assumed that the production date of this painting the early half of the fourteenth century (late
Kamakura to early Nambokucho period) because of the painting techniques used. As a result, I con-
firmed the possibility of a direct connection between this painting and the oral transmission of the
secret teachings of Priest Ryozen (1258�1341), some of which were quoted in the book of ritual as-
pects of esoteric Buddhism, Byakuho Kusho (lit. Selection of Oral Transmission of White Treasures)
compiled in the same period as this painting.

I could not find any painting of this type equal to the Nara National Museum image in artistic
quality, since it is small in size, I speculate that this painting was produced for some high-ranking
monk as his personal guardian deity. Through the discovery of this painting, I found that the gor-
into stupa and the painting “Two Rivers and a White Path,” which had been examined individually
in the past, were important visual resources in the history of esoteric Buddhist art in medieval Ja-
pan, far more than I expected. In my future studies of this subject I hope to place this painting, with
its unique construction and religious background, more precisely in the history of Buddhist paint-
ing in Japan.
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